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ト　ヨ緒昔

流れの中に置かれた物体から発生する渦放出現象の制御

は、流体工学琴において特に重要な課埴至ある。近年、基本

的な形状である円柱を取り上げ、渦の制御法として円柱内

部から狭い単一スリットを通して普場を供給する方法＝L（封

の有効性が検討されてきた。この制御方法の支配パラメー

タはスリット角度、スリッ・ト流周波数、スリット流速度振

幅比である。既報用において、円柱表面圧力値から導かれ

た抗力係数を評価基準とし、抗力減少に対する最適パラ

メータの組合せが求められた。すなわち、スリット角度は

約90度で、渦周波数の4倍程度の加振を加えたとき、最大

抗力減少率は約30％であった。

本研究では、制御時および無制御時の円柱後練達度場の

変化を定食的に計測し、制御機構を明らかにすることを目

的とする○そこで、円柱嘩流を可視化してPIV計測むわ
い、流れ場の詳細な速度データを得ることにした。さらに

得られた速度データから、円柱による流れ場の運軌盈損失

を算出して抗対英数を求浩∴既報榊とぬ抵轢庖雛みた。

2，奉読装置および方倭

2－1．実験装置　Fig，1に供軒円柱の横断面図を示す。開
放型風洞の測定部（断面寸法500mmX500mm）に直径d＝50mnl
o）供試円柱を水平に取り付けた。円柱周りの流れの二次元

■

性を保つため、風洞側壁には円柱直径に比べ十分大きい瑞

枝（430mmX400mm）が両側壁から各々50m．mの位置に取り付け

ている。円柱表面にはスパン方向400mmに渡って幅0．4mmの

スリットが設けてあり、その両端のスピーカから音響流を

円柱内部に供給し、スリットを通して円柱外部に振動流が

放出される構造である。ただし、円柱内部の圧力分布はス

パン方向に｛－・様であることを確認してある。スリット角度

は、供鮮円柱を軸中心に回転させることで、任意に設定可

能であるが、既報け〉に基づいて、本実験中はスリット角度

8を90O　に固定した。実験条件は、主流速度U＝2．6m／s、レ

イノルズ数Re＝9．0×103、このときカルマン渦のストロー

ハル数はSt＝0．23（12Hヱ）である。

2－2．pIV法による速度場測定　円柱捷流流れ場を明

らかにするためPlVを用いて速度場計測を行った。撮影
したのは、無制御時および抗力最大時（Sf［＝fd／U、r：加振周

波数］＝0．23，Vr［＝v／U、V：スリット席振幅＝＝l．5Jおょび抗力
最小時（Sf＝0．91，Vr・＝1．5）の3種類のパラメータについてで

ある。トレーサはスモークマシンで作られるオイルミスト
を用い、風洞の吸入口から測定部に導入したO　シート状の

パルスレーザ光（Nd：YAG Laze・r、出力50一口J）を測定領域下

方から照射し、高解捜度CCDカメラ（解憮度1KXIK）で軸

影した。レーザの発光間隔は80〃Secに設定したc　また、
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1．50mmX200mmの全撮影領域を6分割して撮影を行ったt，栂

影きれた画像を、サブピクセル解析を博丸Lた輝度靂紫稽

法による相関計算H＝Ⅴきを行い、適度鴎タトルを英出し

た¢その際、相関簡域38p皇荒唐主、探索簡域7離賞倍量である捷以
上のようにして褒められた壽開枚の瞬時速度璃夕トル幽か

ら、時間撃均速度および速度変動費英出し光鉛資た、抗力悌
数Cd算出には文献（‥i）に示されている次式を用いた。

警護怒撞か蔀球撃埜灘利用
ただし　書林欝華甲　　　　　ほき

ここで、h：測定領域高さ、叩＝y／llである。

3．結果および萄草

3－1．円柱後流の平均速度および速度変動　Fig．2は時

間撃均速度ベクトル図と速度絶対憶分凝固を蓋ね替わせた

図、Fig．3は速度変動分布図である。（、8）はStationary．他は

制御されたときで、制御パラメ闊タは（b、）Sr＝0．23，l′ド】．．5，

（C）Sr二0．91，Vr＝l．5である。ドig．2（a）において見られろトリけ

背後の低速領域はも渦原盤に意思逆礪波波漕儀竃云　これ碇

対して、Fig．2（b）の逆流領域は上下非対称な分布になって

おり、特にスリット側の速度o）大きさが増加している。．ベ
クトルの方向に托目すると．、円柱背後に強い渦形成が定常

的に起きていることを示している左　また、ドig．3（a）および

（b）の速度変動が大きい領域を比較すると、渦発生がより円

柱側で起こ′二）ていることがわかる。つまり、渦周波数に等

しいスリット流の供給によって、同期して渦の巻き込みを

増強したと考えられる¢

一方、ドig．2（C）α）とき速度分布は大きく様変わりしてい

る。Fig．2（a）で円柱上‾ドの増速領域は、円柱付近を通過し
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